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午前10時00分開議

○議長（町田 正一君） おはようございます。会議に入る前に御報告します。壱岐新聞社ほか

４名の方から報道取材のため、撮影機材等の使用の申し出があり、これを許可いたしております

ので、御了承願います。

ただいまの出席議員は１６名であり、定足数に達しております。

ただいまから平成２６年壱岐市議会定例会７月会議を開きます。

これから、議事日程表第１号により、本日の会議を進めます。

────────────・────・────────────

日程第１．会議録署名議員の指名

○議長（町田 正一君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。本定例会の会議録署名議

員は、会議規則第８８条の規定により、８番、市山和幸議員、９番、田原輝男議員を指名いたし

ます。

────────────・────・────────────

日程第２．審議期間の決定

○議長（町田 正一君） 日程第２、審議期間の決定についてを議題とします。

お諮りします。７月会議の審議期間は本日１日としたいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 異議なしと認めます。よって、７月会議の審議期間は本日１日と決定い

たしました。

ここで、白川市長より発言の申し出があっておりますので、これを許します。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕
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○市長（白川 博一君） おはようございます。本日ここに平成２６年壱岐市議会定例会７月会議

の開会に当たり、御挨拶を申し上げます。

梅雨も後半に入りましたけれども、６月２日の梅雨入り以来、本日までの壱岐の総雨量は観測

地点で若干の差はございますけれども、２７０ミリから２８０ミリということで、少雨傾向が続

いております。議員各位、市民皆様におかれましては、御健勝にてお過ごしのことと存じます。

さて、７月としては過去最強クラスの台風とされた台風８号について、沖縄本島地方などに特

別警報が発表されるなど、その影響を大変危惧し、本市といたしましても、その動きを注視しな

がら警戒態勢をとってまいりました。

７月９日午後１時から、自主避難施設を開設いたしまして、２０世帯、２８人の皆様が自主避

難されたところであります。

その後、台風８号は７月１０日、鹿児島県地方に上陸いたしましたが、本市への影響はほとん

どございませんでした。しかし、全国各地では豪雨災害や、土砂災害等大きな災害が発生してお

りまして、お見舞いを申し上げる次第であります。

台風から遠く離れた地域に豪雨が発生するなど、今回の台風の教訓を生かしまして、これから

も防災対策について、万全の対策をとってまいります。

次に、昨日第６回壱岐市消防団消防ポンプ操法大会が行われました。議員各位もご覧のとおり、

各チームとも壱岐市消防団の輝かしい伝統を受け継ぎ、すばらしい操法を展開され、その技術の

高さに大変心強く感じたところであります。と同時に、団員皆様の長期にわたる訓練に心から敬

意を表しますとともに、御家族、地域の皆様、各職場の皆様にも、団員皆様を支えていただき、

感謝申し上げる次第であります。

今回、小型ポンプ操法の部で郷ノ浦地区第７分団２部が、ポンプ車操法の部で芦辺地区第１分

団が見事優勝を果たされました。団員皆様、関係者皆様に心からお喜び申し上げます。

来る８月３日、大村市で開催される第３２回長崎県消防ポンプ操法大会での両チームの活躍を

御期待申し上げますとともに、優勝目指して頑張っていただきたいと思います。

さて、本７月会議に提案しておりますのは、一般会計簡易水道事業特別会計の補正予算案、案

件２件でございます。詳細については、担当部長等から説明をさせますので、御審議いただき、

御決定を賜りますようお願い申し上げまして御挨拶といたします。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

────────────・────・────────────

日程第３．議案第５２号

○議長（町田 正一君） 次に、日程第３、議案第５２号平成２６年度壱岐市一般会計補正予算
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（第３号）を議題とします。提案理由の説明を求めます。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 本日、上程の議案につきましては、担当部長及び担当課長等から御説明

をさせますので、よろしくお願いいたします。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 西原財政課長。

〔財政課長（西原 辰也君） 登壇〕

○財政課長（西原 辰也君） おはようございます。議案第５２号平成２６年度壱岐市一般会計補

正予算（第３号）について御説明いたします。

平成２６年度壱岐市の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６７０万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２１４億４,１０６万９,０００円とします。

第２項は、記載のとおりでございます。本日の提出でございます。

２、３ページをお開き願います。

第１表歳入歳出予算補正、歳入及び歳出の補正の款項の区分の補正額等については、第１表歳

入歳出予算補正に記載のとおりでございます。

次に、８、９ページをお開き願います。

歳入について御説明いたします。１０款１項１目特別交付税は渇水対策費の財源として

５００万円を追加いたしております。

次に、１４款２項１目総務費国庫補助金子ども農山漁村交流による地域活性化モデル事業補助

金は体験型教育旅行の受け入れに係るメニューや受け入れを展開している本市の実情をコーディ

ネーターにより、効果的に学校現場へ伝え、今後の継続的な受け入れを展開していくための情報

基盤づくりを行うこととし、６月２日に国の内示を受け、今回１０分の１０の１７０万円を追加

いたしております。

次に、歳出については別紙資料の平成２６年度７月補正予算案概要で御説明いたします。

資料の２、３ページをお開き願います。

４款１項１目保健衛生総務費。簡易水道事業特別会計繰出金は、渇水事業に対し、繰出金

５００万円を補正いたしております。

次に、６款１項４目観光費子ども農山漁村交流による地域活性化モデル事業委託料の１７０万

円の補正は体験型教育旅行のコーディネーターによる受け入れ側及び送り出し側の意向実態調査

を壱岐市観光連盟へ委託し、壱岐市の特性を生かした体験と体験交流民宿への宿泊の受け入れを

市内小学校との交流により実施し、受け入れ時の調整及び事後検証等を実施することといたして
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おります。詳細につきましては、この後担当部長から説明をいたします。

以上で、平成２６年度壱岐市一般会計補正予算（第３号）について説明を終わります。御審議

のほどよろしくお願いいたします。

〔財政課長（西原 辰也君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） 山本企画振興部長。

〔企画振興部長（山本 利文君） 登壇〕

○企画振興部長（山本 利文君） おはようございます。それでは、６款１項４目の子ども農山漁

村交流による地域活性化モデル事業の内容につきまして、補足して御説明を申し上げます。

この事業は、総務省、文部科学省、農林水産省が連携しまして、平成２０年度から取り組んで

おります子ども農山漁村交流プロジェクト、これは小学校における農山漁村での宿泊体験活動を

推進するプログラムでございますが、このプロジェクトが開始されてから５年が経過しまして、

事業推進上の課題が整理されました。その中の大きな課題であります受け入れ側と送り手側の調

整機能不足等を解消すべくお互いをつなぐコーディネーターを配置するという平成２６年度のモ

デル事業として実施されるものです。今回国からの内示がありましたので、補正予算としてお願

いしております。

具体的には、壱岐市観光連盟に委託をしまして、観光連盟が教育旅行に精通したコーディネー

ターを委嘱しまして、受け入れ側と送り手側の調整、宿泊体験活動を支援するというものです。

送り手側のターゲットとしましては、九州北部の福岡県そして熊本県を考えております。コー

ディネーターは受け入れ側と送り手側それぞれの実態調査、意向調査を行いまして、事業実施へ

の調整、指導、助言、そして実施後は検証、報告書を作成しまして、次年度以降の事業につなげ

ていきたいと考えております。

今年度、送り手側の学校を２０校調査を実施しまして、来年度はそのうち、２校の来島を目標

としているところでございます。以上で説明終わります。よろしく御審議のほどお願いいたしま

す。

〔企画振興部長（山本 利文君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。鵜瀬議員。

○議員（１５番 鵜瀬 和博君） 観光費の今部長が説明された子ども農山漁村交流による地域活

性化モデル事業についてお尋ねをいたします。

今回コーディネーターを新たに配置をされるということですが、このコーディネーターについ

ては観光連盟のスタッフなのかお尋ねをいたします。

また、今回調査される学校については九州北部と熊本の２０校を調査されるようですけども、

この２０校については新規なのか、それとも以前から教育旅行を利用されている方なのかという
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のをお聞きしたいと思います。

また、逆に大事なところは、今まで壱岐に来てたけども、教育旅行の旅行地を変えたというよ

うなそういった部分のアンケート調査についてはどのようにされるのか。今後の対策として、使

われるわけですけども、その辺の新たな開発についてはどんどんすべきですけども、逆に、旅行

先をやめたという部分のその調査も必要じゃないかと思うんですが、その辺についてはどのよう

にされるのかお尋ねをいたします。

○議長（町田 正一君） 鵜瀬議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。企画振興部長。

○企画振興部長（山本 利文君） 鵜瀬議員の御質問にお答えいたします。

まず、一つ目のコーディネーターですが、今予定しておりますのは、大手旅行会社を昔経験さ

れまして、今教育旅行のコーディネーターを自分でされている方を内々に承諾をいただいている

ところでございます。

そして、今回の福岡そして熊本からの誘客につきましては、今まで学校単位ではなくて、福岡

地区であれば、大野城市であるとか、うきは市であるとかっていう学校は来ていただいてはおっ

たんですが、今まで学校単位で、クラス単位での教育旅行は今のところゼロの実績になっており

ますので、そこから来年度は２件につなげていきたいというふうに考えております。

３点目の、今まで来てたところが来なくなったところにつきましては、今年度も来年度も引き

続きまして、このコーディネーター事業とは別に観光連盟の職員が毎年関西地区を中心に今回っ

ておりますので、その対策はそれで検討していきたいというふうに考えておるところです。以上

でございます。

○議長（町田 正一君） 鵜瀬議員。

○議員（１５番 鵜瀬 和博君） もちろん、これまでどおり教育旅行については広島、大阪、関

西方面については、観光連盟及び現場の旅館あたりと一緒に営業行かれてるというのも十分わか

ってるんですけども、一番問題はこれまでかなりの多くの修学旅行が来てた中で、現在、子供の

数も減ってるという部分はあるんですが、何で壱岐に来なくなったんだろうかという部分が一番

大事じゃないかと。

壱岐の場合は、体験メニューもかなり豊富でありますし、かなり魅力のある島だとは思います

が、何でそこでコースをやめて、ほかにしたのかという部分が次につながることだろうと思いま

すので、そのあたりも十分営業に行かれた際にはヒアリングも含めて今後に生かせるように、ぜ

ひ調査を含めていただきたいと思います。

要請だけしておきます。よろしくお願いします。

○議長（町田 正一君） ほかに質疑ありませんか。豊坂議員。

○議員（１０番 豊坂 敏文君） 水道会計の繰出金の関係ですが、これも関連がありますから、
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この活用について将来的に臨時的な渇水対策だけの対応か、あるいは将来的には、動力も、これ

は常設化やって、応急対策だけじゃなくて常備施設として活用するなら、電気料金との関係、こ

れについても検討する必要があると思いますが、どういうお考えがあるかどうかをお願いします。

○議長（町田 正一君） 豊坂議員の質問に対する理事者側の答弁を求めます。建設部長。

○建設部長（原田憲一郎君） 豊坂議員の御質問にお答えします。

常設か、暫定かということでございますけども、今回後ほど御説明申し上げますけども、大き

く分けまして３５０万円と１５０万円に区分しております。この中で、３５０万円の分について

は恒久的という形でございます。それが１５０万円分については暫定的ということでございまし

て、私どもの考えでは、昨年度実績を参考にしまして今回こういう形で上程さしていただいたわ

けございますけども、昨年も実績としましては、３０万円余りリース料、その程度で済んでおり

まして、恒久的に谷江水源までの強化、これは現段階では必要ないのではないかと判断しており

ます。以上でございます。

○議員（１０番 豊坂 敏文君） いいです。あとは特別会計で聞きます。

○議長（町田 正一君） ほかに質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑ありませんので、これで質疑を終わります。

お諮りします。議案第５２号については、会議規則第３７条第２項の規定により、委員会付託

を省略したいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 異議なしと認めます。よって、議案第５２号については委員会付託を省

略することに決定いたしました。

これから討論を行います。討論ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから議案第５２号を採決します。この採決は起立によって行います。本案は原案のとおり

決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。

よって、議案第５２号平成２６年度壱岐市一般会計補正予算（第３号）は原案のとおり可決さ

れました。

────────────・────・────────────

日程第４．議案第５３号
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○議長（町田 正一君） 次に、日程第４、議案第５３号平成２６年度壱岐市簡易水道事業特別会

計補正予算（第２号）を議題とします。提案理由の説明を求めます。原田建設部長。

〔建設部長（原田憲一郎君） 登壇〕

○建設部長（原田憲一郎君） 議案第５３号平成２６年度壱岐市簡易水道事業特別会計補正予算

（第２号）、平成２６年度壱岐市の簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）については次のと

おり定めるものでございます。

歳入歳出予算の補正第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５００万円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億７,１９８万８,０００円とします。本日の提出でござ

います。

２項は記載のとおりでございます。

２から３ページには第１表歳入歳出予算補正、５ページからは歳入歳出補正予算事項別明細書

を記載しております。

８ページをお開きください。

２、歳入ですが、一般会計繰入金として、５００万円を追加しております。

１０ページをお開きください。

３、歳出ですが、１款総務費の２目施設管理費に５００万円の追加をしております。

補正の内容は丸田水源、これは旧採石場跡地でございますけども、ここからの放流水を効率的

に取水するため、下流にございます片山水源ポンプ場まで硬質塩ビ管を４４０メーター敷設する

ものでございます。これは、勝本ダムの下に設置しております浄水場へ不足する水道水のもとと

なります原水を送水する対策でございます。

この費用は１５節の工事請負費と１６節の原材料費などに合計３５０万円を計上しています。

また、昨年と同様に、谷江水源の取水強化対策としまして、この丸田水源から河川に放流して、

谷江川の水量の増加を図るものでございます。

谷江水源は谷江川に通称風船ダムと呼ばれている施設が設置されておりますけども、ここをせ

きとめた水、これを芦辺浄水場に送水をしているシステムでございます。この河川の流量が激減

しますと取水に支障を来します関係で、このような対策を考えております。

このため、丸田水源から初尾川に放流して合流する谷江川の流量の増加を図る対策ということ

になります。

この放流にはポンプと発電機が必要になりますので、機械類の借り上げと燃料費約６０日分考

えております。これが合計で１５０万円でございます。

放流は谷江川のダムから越流する程度を目安に調整しながら実施する予定にしておりますけれ

ども、この対策については谷江川の水量が極端に減った段階で対策を講じることとしております。
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気象庁のデータによりますと、本市芦辺でございますけども、１年間の平年降水量、これは昭

和５６年から平成２２年までの３０年間の平均値ということになりますが、年間降水量は約

１,９００ミリ程度でございます。過去で最も低い年間降水量が平成６年、１９９４年でござい

ますが、９３９ミリで、この年の６月までの降水量は７３９ミリでした。

ことしは６月末までの雨量が芦辺で５２１ミリと極端に少なく、極めて厳しい状況でした。

７月に入りまして、２日から３日と、６日から９日、そして昨日の１３日で恵みの雨があったわ

けでございますけども、この間に気象庁のデータによりますと、７月に入ってから２０９.５ミ

リの雨量を観測しております。これによりまして、貯水池は回復の傾向にございますけども、平

年降水量から見ますと、今申しましたように極めて厳しい状況にございます。

これから、夏の本番を迎えることになりますので、渇水対策としての諸準備を行う必要がある

と考えております。この夏を乗り切る早めの対策としまして、このたびの補正予算を計上してお

りますので、御審議のほど、よろしくお願い申し上げます。

〔建設部長（原田憲一郎君） 降壇〕

○議長（町田 正一君） これから、質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 質疑ありませんので、これで質疑を終わります。

お諮りします。議案第５３号については、会議規則第３７条第２項の規定により、委員会付託

を省略したいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 異議なしと認めます。よって、議案第５３号については委員会付託を省

略することに決定いたしました。

これから、討論を行います。討論ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 討論なしと認め、これで討論終わります。

これから、議案第５３号を採決します。この採決は、起立によって行います。本案は原案のと

おり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（町田 正一君） 起立多数です。よって、議案第５３号平成２６年度壱岐市簡易水道事業

特別会計補正予算（第２号）は原案のとおり可決されました。

以上で、予定された議事は終了しましたが、この際お諮りします。

７月会議において、議決されました案件について、その条項、字句、数字その他整理を要する

ものにつきましては、会議規則第４３条の規定により、その整理を議長に委任されたいと思いま
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すが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（町田 正一君） 意義なしと認めます。よって、そのように取り計らうことに決定しまし

た。

────────────・────・────────────

○議長（町田 正一君） 以上で、本日の日程は終了いたしました。

以上をもちまして、平成２６年度壱岐市議会定例会７月会議を終了いたします。

本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。

午前10時24分散会

──────────────────────────────
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